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皮 内「オプ ソニ ン」最 大 産生ヲ 指 標 トナ セル

各種結核菌製劑 ノ比較

第1報 結核兎疫元軟膏貼用時間ノ研究

京都帝國大學醫學部外科學研究室(鳥潟敢授指導)

大學院學生 騨 士 嘉 ノ 海 武 夫

緒

八田博士ハ黄 色葡萄状球菌 「コ ケチゲ ン」軟膏 テ

健常家兎 ノ皮膚 二24時 間貼用 スル コ トニ依 リ、

.當 該皮膚局所 二特殊 性及 ビ非特殊性雨檬 ノ「オ

プソニン」ガ最大値 二於 テ産生 サ レル コ ト、及 ビ

「オブソー ン」産生 ノ顯著 ナル皮 膚局所程、 同名

生活菌感染 二封 スル抵抗力大 ナル コ トテ立謹 セ

リ。從 テ「オ プソニ ン」産出 ノ大 小ハ同時 二組織

活動(自 働)免 疫 ノ大小 テモ指示 スル モ ノナル コ

トテ唱道 セリ(日 本外 科寳函、 昭和8年 、 第10

巻、 第1、2號)。

コノ事實バー般売疫學上 ノ反癒 ト自働免疫 ノ程

度 トハー一致連行 スル コ トノ謹左 ニ シテ、免疫學

言

上 ノ通則 トシテ認 ムベ キモノナ リ。

故 二皮膚局所 二産 生 セ ラレタル特殊性乃至ハ非

特殊性 ノ「オプソニ ン」ノ大小 テ検 スル コ トニ依

テ、逆 一コノ際使用 セ ラレタル免疫 元 ノ特殊性

数力 ノ優劣 テ比較 シ得 ル モ ノナ リ。

コ ノ貼 二關 シテハ既 二武 野博士 ノ褒 表(結 核、

第11巻 、第11號 昭 和8年11月24日 アルモ、

余等 ハ今1眩新 タニ抗黄 色葡萄脚 求菌 「オ ブソー

ン」ノ皮 膚 二於 ケル『最大 産生程度』テ指標 トナ

シ、更 二多撒 ノ結核免疫元 二就 テ敷力 テ判定 ス

ル所 ア ラン トス。

實験材料

實験動物

禮重2冠 以上 ノ可及的大 ナ ル 白色健常家兎、

個々別々二飼養ス。

結核菌「コクチゲ ン」軟膏

大阪鳥潟免疫研究所、昭和8年4月4日 製造侑

数期間1ケ 年)ノ結核菌「コクチゲン」テ用 ヒ、次

ノ庭方二從 ヒ軟膏 テ調製 ス。

結核菌 「コクチゲ ン」

白色 「ワゼ リン」

無水 「ラ ノリン」

白血球

50.0

5.0

25.0

鴨重300瓦 内外 ノ健常 肚 「モルモ.卜 」ノ腹膣 内

へ無菌的中性肉汁約10・0琵 テ注射 シ、4-5時

間後二腹腔液テ探取 シ滲出液中ノ白血球 テ洗漉

スルコ トナク其儘使用セリ。

黄色葡萄状球菌液

黄色葡萄歌球菌 テ24時 間寒天斜面培養 ヨリ0.5

%石 炭酸加0.85%食 盟水 二俘游 セ シメ、囁氏

60度 ニテ30分 間加熱滅菌 シタル後脱脂綿 ノ濠

層テ2同 通過 セシメ、強力遠心 シテ上澄液 ラ分

離 シ、残渣菌 二更 二同一一食盤水 テ加へ、斯 クシ

テ洗條スルコト3同 ニシテ菌罷 テバ再 ピ任意量

ノ前記食監水二俘游 セシ メ タル モ ノナ リ。其

1耗 中 ノ菌量 ハ鳥潟教授沈澱計 ニ テ0.5度 目
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(0.00035立 毛)ト'ル 様't'食 臨 フkノ 帰 子 力n減 セ

リ。}

皮 膚 浸 出 液

同 一・家 兎 ノ皮 膚1〔1.5瓦 」一一封 シ0.5%イi炭 酸 加

0.85'・5食 盟 水 ラ12.0妬 」及 ゼ 滅 菌 海 砂 「0.8瓦 」

ラ 加 ヘ テ{孔鉢 中 ニ テ研 磨 シ、 之 チ張 力 遠 心 シ、

殆 ⊃ ド無 色 透 明 ニ シ ナ鞘 嵐螢 イi光 チ有L,レ1=澄

ラ得 。 検 査 ニ ハ次 ノ7種 類 テ準 備1・ 。

實験方法

(イ 〉

(ロ 》

(ハ)

(二)

(小)

('・)

1卜 ♪

健常無毘置皮膚浸出液

塒 間撒 酌 クチゲン」離 膿 皮
12時 聞"

24時 間))

36時 間ee

48時 間ep

60時 間P・

禮 重2班 似 ヒ ノ皮膚 二搬痕、掻創叉 ハ皮膚疾 患

等無 キ白色健常家兎3頭 ラ準備 シ、 各頭 二同

操作 テ施 ス。

即 チ家 兎 ノ背部、 脊柱 ノ雨側 二各 々3箇 所、 合

計1、ll、 皿、IV.V及 ビVI/6簡 所a選 ピ、是

等 テ軟膏 貼用個所 トへ。

先 ヅ1ナ ル軟膏貼 用個所 テ剃刀 テ用 フル コ トナ

ク、鋏 テ以 テ約6糎 李方 ラ勇毛 シ、其 中央部 二

於 テ3.5糎 李 方 ノ正 方形 ラ叢 キ、其 正方形 内 」

1.0瓦 ノ結核菌 「コクチゲ ン」軟膏 先 指頭 テ以

テ約2分 間塗擦貼 用 へ。

軟高 塗擦 後 ハ軟膏 ガ皮膚面 二密 著 セ・レ儘 ニテ其

上 テ「セロフ.ン 」紙 子以 テ被 ヒ更 二絆創高 ラ以

テ「セロフ,ンj紙 ノ剥離 一?豫防 セ リ。

以後12時 間毎 ・n、m、Iv及 ビv二 向 ツテ同様

ノ操作 ラ施 シ、最後 一6時 間 子維 テVIテ 同様

二塵 置 ス.尚 ホ別 二腰部正 中線 上一1個 所 ラ勇

毛 シ置 キ、之 ラ封照健常皮膚 トナ セリ.

家 兎ハ爪或 ハ歯牙 ラ用 ヒテ絆創膏 ラ剥 雌 スルモ

ノナ レバ、家 兎 ノ首 ニハ「セルロ{ド 」板装置 テ

施 シ又胴 ニハ リ}ト 」ラ以 テ製 シタ・レ被服 ラ着

用 セ シメテ之 ラ豫防 セ リ。

最後 ノ軟脅 貼用後6時 間 ラ経 テ ー齊 二上記7個

所 ノ皮 膚 テfi油 「・・'ンヂン」ラ以 テ清拭 シ、各個

所 ヨリ皮膚 テ切 リ取 ル事 二依 リ次 ノ7種 ノ皮膚

切片 ラ得。

1

9
臼

0
σ

4

5

ρ0

7
・

健常無虎置皮膚

6時 間結核菌「コクチゲン」軟膏貼用皮膚

12"

24・ ・

36・ ・

48・ ・

60・ …

次 二是等7筒 ノ皮 膚切片 子個 々別 々 二〇.85%

食 盟 水 ニテ充分 二血液 テ洗 ヒ去 リ、皮 膚0.5瓦

二封 シ、0・5%石 炭 酸加0 .85%食 盛 水2.Oca及

ピ滅 菌海砂0・8瓦 手加 へ 乳 鉢中 二於 テ約15分

間弓動 研 磨 シテ、皮 膚 「エ ム ・レジヨ ン」テ製 シ、

之 ラ3000廻 韓 、30分 間 遠心 シテ上澄液 ラ得。

斯 クシテ得 タル7種 類 ノ上澄 液 中 二含有 セラv

タ ル「オ プソニ づ ラ喰 菌李及 ピ「オ プソー ンノ係

撒 テ以 テ比較表示 シ、結局 ハ最大 「オ ブソー ン」

産 生二向 ツテ必要 ナル軟膏貼 用時間 テ求 ム。

「オ プ リニ ン」検査 法

「オプソニ ン」検査 ニハ充分 ナル熟練 テ要 スル コ

トハ既 二先人 ノ教 フル所 ナ リ。余等 モ亦 タ豫備

實験 二於 テ充分 二技術 テ磨 キタル後、本實験 二

着手 セ リ。

「オ プソニ ン」検査 方法 ハ大 略 ライ ト氏 ノ試験管

内法 二從ヘ リ。 即 チ先 ヅー定 ノ小硝子器中 一、

前記皮 膚 「エ ムル ジヨン」上澄液 ト黄色葡萄状球

菌液 トテ豫 メ同量宛 ヨク混和 シ置 キ、次 二白血
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球 探取用 トシテ準備 セル 「モル モ,ト 」ラ背位 二

固定 シ、下腹部正 中線 二於 テ腹壁 二 小孔 ラ穿

チ、 コノ小孔 二硝チ棒 ノ栓 ラ施 ス。而 テコ ノ栓

テ弛 メルコ トニ依 テ流出 シ來 ル腹水(白 血球)ラ

手早 クー定 ノ硝子毛細管 ラ以 テ探 取 ス。

次 二前記上澄液 ト菌液 トノ混和液 テ、腹水 ト等

量 二、空氣 ノ間隙 ラ置 キテ吸入 シ、之 テ小時計

皿上 二吹出 シ、反復良 ク混和 シタル後更 二他 ノ

硝子毛細管中二吸入 シ、37度 ノ艀卵器 中一15

分 間放置 シタル後、塗抹標本 子作 リ、乾燥後 「メ

チールアル コー ル」ニテ約7分 間固定 シ、2%ノ

ギムザ氏液 ニテ30分 間染 色 シ、然 ル 後鏡検 セ

リ。

以上 ノ操作中、 白血球 テ加 ヘテ ヨリ塗抹標 叡ラ

作ルマデノ間 ハ極 ノテ迅速 且 ツ正確 二行ハザル

ベ カラズ。

鏡検 二際 シテハ中性多核 白血球 ノ輪 廓正 シク良

ク染 色L・・レモ ノ・こ、400箇 以 上ラ計上 シ,100

箇 二封 スルンド均値 ラ求 ムル ラ原則 トセ リ.然 レ
'
ドモ正確 テ期 スル ト ー必要 ト認 メタル楊 合ハ

200箇 或 ハ300箇 テ計上 セ リ。

菌膿 ラ正 シク白血球 内二包喰 セルモ ノ、菌艦 ガ

白血球 ノ縁邊 二位 ス トモ、包喰 シ居 ル ノ状 ガ明

白 二謹明 シ得 ラル ・モ ノ及 ピ菌艦 ノ過 孚 チ包喰

セルモ ノ等 ラ喰細胞 トシテ計上 セ リ。1箇 ノ白

血球 内 一一・6箇 以上 ノ菌 テ包喰 セルモ ノ及 ビ鏡検

上白血球 ノ核 ト菌盟 トノ焦 貼距離 甚 シク異 レル

モ ノハ除外 セリ。

白血球100箇 中 二於 ケル喰細胞数 テ「喰」、被喰

菌数 ラ「菌」及 ビ喰菌子撒 テ「子」テ以 テ表 ハ シ、

凡 テノ白血球100二 封 スル菌 敷 ラ「喰菌卒」テ以

テ表 ハセ リ。

又封照健常皮膚 二於 ケル「喰 菌子」テ基準 トセル

「喰菌子」ノ比 テ「オ プソニ ン」係数 トナ セリ。

實験成績

第1表 結核菌「コクチゲン」軟膏貼用時間 ノ研究

家兎 第2號 ♂ 饅重2200瓦(昭 和8年8月1日)

第3表 結核菌「コク千ゲン」軟膏貼用時間ノ研究

家兎 第4號 ♀ 胆重3100瓦(昭 和8年8刀10日)

12時間貼用皮膚

24時 間貼用皮膚

36時 間貼用皮膚

喰 菌 子

蓄1尋環繹
　 ロ

項「 函「1了伽 亙

6510.392639

互1丞亟 騒
20,28480.281

ソプ

ン

オ

ニ
数
係

一

喰
菌
李

00
●
1i

1.05

2.00

2.89

1.83

1.44

1.33

第2表 結核菌「コクチゲン」軟膏貼用時間ノ研究

家兎 第3號 ♂ 饅重2900瓦(昭 和8年8月5日)

可 槍 浸 出 液 喰;菌 子
ソ
係
プ

芝

財

二
数

喰
菌
率

420.2311.00

可 検

健常無一
6時 間

一 一一 一

12時 間
一 一 一

24時 間
一

36時 間
一 一 一

48時 間
一一

60時 間

健常無塵置皮膚

6時間貼用皮膚

12時 間貼用皮膚

醤i著}1「勇1面1
万ri必ir焉1祠

24時 間貼用皮膚

36時 間貼用皮膚

1.55

da「酉膨 繭i
履」

48時 間貼用皮膚

35

一26

一19

31

一
25

1.79

一 2.98

ii410'.4gl2.oo

5亜垂巨36

}喰;「 オ プ ソ

可 検 浸 出 液 喰 菌i子 菌iニ ン2係

奉 轍

健 常 無虞 置 皮 庸 _塾生11型 一1}12!一!P,-lt8i1.00

-6一 時 間貼 用 皮 膚L璽 ⊥ 星を ヒ璽」g..娩.1.34

3012時間貼Al皮膚53(,。301.6623i
_,一トー

44720.442.2524時間貼 用 皮 膚28

36時 間貼 用 皮膚}乏4■ ・32一 颪 「6論 ノ1.75
　 トへ 　 　　　 　

48時 間貼 用 皮 牌2229510291.59

60時 間貼 用 皮膚1519340.191.06

第4表 結 核 菌Hコ クチ ゲ ンー軟 膏 貼 用 時 間 ノ研 究

3頭 卒 均

可検浸出液 購

健常無塵置皮膚10時 間

6時 間貼服 膚16時 間

i12時 間12時間 貼 用 皮 膚

24時 間貼用皮膚

36時 間貼用皮膚

48時 間貼用皮膚

60時 間貼用皮膚

24時 間

36時 簡

48時 間

60時 間

ソ
係
プ

物

オ

ニ
籔

喰
菌
率
引菌喰

oo1劉臨コ36
1_487

11塑
66.70.39

100.oio.62

68.3

53.3

41.7

1面

⑫
lO.24

1.31

1.,R2

2.77

1.86

1。46

1.15
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「
オ

プ

ソ

一一

ン
」
係

数

↑

4

3

2

!

結核菌「コ〃チゲン1軟膏貼川時間ノ研究

第1間(第4表 ■照)

6 〃24」 雇4t〃

→軟膏貼用時間(時)

G・ ・健 常 皮膚 ニ シテ 「オ プ ソニ ン」係 藪=1・0

G

實 験 結果 ハ第1表 ヨ リ第4表 マデ及 ビ第1囲 二

lrサ レ タリ。

所見及ビ考察

同一家 兎 ノ皮 膚 二 結核菌 「コ クチゲ ン」軟高 テ

種 々ナル時間貼用 シ、以 テ常該局所皮 内二於 ケ

ル抗黄 色葡萄状 球菌(非 特殊 性)「オブ ソニ ン」ノ

産生 テ検 シタルニ、 「オブソー ン」係数 ニ テモ、

又喰菌 率 ニテモ、何 レモ相 致 シテ下記 ノ事項

テ認識 シ得 ベ シ。

「オ プソニン」産 生ハ「コクチゲ ン」軟禽貼 用後、

既 二6時 間 ニ シテ顯著 二謹明 シ得、此際 「オプソ

ー ン」係撒 ハ「1.31」ナ リキ。

12時 間後 ニハ係薮 ハ更 二急速 二上昇 シテ「1.82」

テ示 シ24時 間後 ニハ「2.77」トナ リテ最高 ラ示

シ、36時 間後 ニハ「1.86」=低 下 シ、48時 間後

ニハ「1.46」、60時 間後 一 ハ 「1.14」 トナ リテ漸

次 下降 セ リ.

即 チ皮 内「オ プソニ ン」最大産 生 二必要 ナ ル軟高

ノ貼用時 間ハ24時 間 ガ最好適 ニ シテ、コ レヨリ

長 時間 ニテモ、又 タ短時間 ニテモ、共 二「オプソ

ニ ン」ノ量 ハ小 トナルモ ノナ リ。

一般 ニ アラユル細菌性及 ビ非細菌性免疫元 ハ後

天性 二特殊 性及 ピ非特殊性雨様 ノ免疫 テ登 現 ス

ルモ ノナ リ。故 二非特殊性免疫 ノ登生 ガ張力 ナ

ル場合 ∴ハ、必 ズヤ特殊牲 免疫 モ亦 タ之}同 糠

二強大 トナルモ ノナ リ。

故 孔本實隙 二於 テモ亦 タ非特殊 性琵疫,即 チ抗

黄色葡萄欺球菌 「才 プソーン」ノ産 生 ノ強大 ナル

場合 ∴ハ必 ズ特殊性 免疫 帥 チ抗紹核菌 「才 プソ

∴ ン」ノ産 生 そ亦 タ弼大 ナルペ キモ ノナ リ。

即 チ本實験 一一於 テ24時 闇 後 二非特殊牲 タル抗
り 　 む り む り む り り

黄色葡萄封燃 菌 「オプソーン」ノ産生ガ最大ヲ示

セル事實 ハ、八田氏 ノ黄色葡萄朕球菌 「コクチグ

ン」軟膏、翻 氏 ノ腸窒扶斯菌及 ピ黄色葡萄歌

球菌「コクチゲン」軟慶、武野氏 ノ結核菌製剤軟

膏ラ以テセノ噴 臨 於テ洞 匠2馨 サ鱒 諄

殊 性 「オフソー づ 産 生 ガ最大 テ示 セル鮎 卜全 ク
　 り

相 一致 スル所 ナ リ。

皮膚 ノ表面 二貼用 セ ラレタル免疫元 ハ皮 膚細胞

ノ自働 的作用 二依 リ、 表皮層 子通 ジテ眞皮層中

二吸牧 セ ラレ、眞皮層 ラ構 成 スル細胞 ノー ツナ

ル淋巴系細胞 中 二於 テ、 飢=6時 間 一 シテ著 明

二「オプ ソニン」テ産生 シ、24時 間 一 シテ最大債

二達 スルモ ノナ リ。 而 シテ24時 間 ラ経過 スル

ニ随 ヒ、 コノ極度 二産生 サ レタル「オ ブソニ ン」

ハ次 第 二血行 中 二移行 シ初 メ、 一方皮膚細胞 自

身 二於 テモ、 ソノ吸牧 力及 ピ消化力 二減衰 テ來

シ、之 ガ爲 一局所皮 内 二於 ケル 「オプソニ ン」量

ハ漸次減少 シ行 クモ ノナ リ。然 レ ドモ寄野 氏二

依 レバ軟膏 除去後14日 二至 ルモ尚 ホ 局所皮 内

一多少 ノ「オプソニ ン」ノ昂上 テ謹明 シ得 ルモ ノ

ナ リ ト.叉 八 田氏 二依 レバ局所皮 内 二産 生サ レ

タル「オプソー ン」ハ5日 後 二至 リテ初 メテ血行

中 二護明 セラレ、7日 後 二至 レバ顯著、10日 後

二至 レバ局所皮 内 二於 ケル ヨ リモ血行 中 一 ヨリ

多量 テ謹 明 シ得 ト。

以上 ノ事實 ヨ リ考 フル モ 軟膏貼 用後24時 間 ノ

局所皮膚 ハ最大 限度 ノ「オ プソー ン」テ含 有 シ、

而 モ未 グ血行 中二移行 シ居 ラザ ル コ ト明白ナ

リ。

筒 ホ本實験 ハ同一家 兎 ノ皮 膚 二於 テ行 ハ レタル

モ ノナ レバ試 獣 ノ個性相違 ヨ リ來 ル誤差 ハ全然

除外 セ ラレタリ、是帥 チ本研究結果 ハ個 々 ノ動



第9號 】 嘉ノ海=皮 内「オプソニソ」最大鎌生 ヲ指標 トナセ1レ各種納核菌製剣 ノ比較

物 二於 ケル實験結 果 ヨリモ、 ヨ リ以上 二算 重 セ

ラルベ キ所以 ナ リ。各種免疫元 ノ数 力 ラ斯 ノ如

結

結核菌 「コクチゲ ン」軟 膏 テ貼用 スル時間 ラ6時

間、12時 間 、24時 間 、361時 間、48時 間 及 ピ60

時間 二攣更 シ、皮 内「オ プソー ン」最大産 生 二必

要ナル好適時間 ラ求 メタル ニ下 ノ結果 ラ得 タ

リ。

1.24時 間貼用皮膚 一於 テ 最大 ノ1オ プソー

ン」産生 テ認 メタ リ。而 シテ ソノ程度 ハ健康無塵

置皮膚 ノ約2.8倍 ナ リキ。

2.軟 膏貼用後6時 間 ニ シテ飢 二健康皮膚 二比

シ1.31ノ 「オプソニ ン」係撒 ノ上昇 ガ立謹 セラ

v、24時 間 二至 ルマデハ比較 的急速 二上昇 シ、

24時 間二至 リテ最高 二達 シ、24時 間以後 ハ60

時間 二至ルマデハ比較的緩徐 二下降 スルテ認 メ

キか針 ノ下二比較研究 シタル報告ハ鳥潟教授 ノ

教室以外二於 テハ蓋 シ絶無ナ リ。

論

タリ(第iNIPt照)。

3・ 時間的=.見 タル「オ プソ ∴ ン」産 生 ノ程度

ハ、24時 間 ガ最高 一一シテ、其 「オ ノヅ ー ン」係数

ハ、 「2.77」、 次 ハ36時 間 ノ 「1.86」、12時 間 ノ

「1.82」、48時 間 ノ「1.46」、6時 間 ノ「1.31」及 ピ

60時 間 ノ「1.15」ノ順位 ナ リキ。

4・ 非特殊性 「オプソr.ン 」(本研究 ニテ ハ 抗黄

色葡萄状球菌 「オ ブソニ ン」)ノ産生ナ曾強 ハ、特殊

性 「オプソ∴ン」(本研究 ニテハ抗結核菌 「オ プソ

ー ン」)ノ産 生増強 テモ意味 スルモ!ナ リ。蓋 シ

ー切 ノ免疫元 ナル モノハ、同時同所 二於 テ非特

殊性及 ピ特殊性 ノ免疫 ラ惹起 セ シムル モ ノニ シ

テ、 雨者 バー致連行 スルモ ノナ リ。




